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大蔵経を含め、仏教の経典は、お釈迦さまの教えを弟子たちが書きとめ

たものと、多くの人はそう思っているでしょう。ところが大乗仏教の経

典は、釈尊の死後、何百年もたってから次々と生み出されました。誰

が、どこで、なぜ書いたのか。この「仏教史最大の謎」に、まったく新

しい角度から迫ったのが本書です。著者の下田正弘氏は、東京大学でイ

ンド仏教を研究し、大蔵経（仏典の集成）のデータベース化を主導して

きた研究者です。本書では、フランスの哲学者デリダの「エクリチュー

ル（書かれた言葉）」論を手がかりに、大乗経典を「歴史のなかの記

録」としてではなく、「読む人の心のなかで働く言葉」として読み直し

ます。 

従来、大乗仏教は「まず新しい教団が生まれ、その人たちが経典を作っ

た」と考えられてきました。しかし著者は、順序が逆だと言います。ま

ず「文字で書かれた経典」が現れ、その経典を読み、伝える人々の輪か

ら、あとになって教団や儀礼が生まれた、と。経典が仏教を動かしたの

です。 

なぜ文字がそれほど大きな力を持ったのか。声で語られた教えは、語り

手がいなくなれば消えてしまいます。しかし文字になった言葉は、書い

た人の身体を離れ、いつでも、どこでも、誰の前にも「仏の声」として

立ち現れる。読む人は経典の世界に入りこみ、そこで仏と出会い、仏弟

子になる。大乗経典は、こうした体験を起こす装置として、意識的に作

られ、増やされ、書き直されていったのだと著者は説きます。 

さらに本書は、この見方を現代にまで引き延ばします。仏典が口伝えか

ら写本へ、写本から印刷へ、そしていまデジタルへと媒体を変えてきた

歴史そのものが、仏教の歴史なのだと伝えています。師の言葉は、それ

を受けとる弟子がいてはじめて完成するものであります。過去と現在の

あいだに人と人の場が生まれるところに、仏教は生き続けているので

す。 

専門書ですが、問いは素朴で普遍的です。「書かれた言葉は、人に何を

もたらすのか」。仏教に関心のある方はもちろん、本や言葉の力につい

て考えたい方にも、深い示唆を与えてくれる一冊です。 
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